
朝倉:中 世後期大和国東山内衆(国 人)の 動向について

 

1

中
世
後
期
大
和
国
東
山
内
衆

(国
人
)

の
動
向

に

つ
い
て

要

旨

本
稿
は
私
の
前
稿

(山
辺
郡
の
中
世
史
概
説
、

『奈
良
県
の
地
名
』、

『日
本
歴
史
地

名
大
系
』
30
所
収
、
平
凡
社
刊
)

へ
の
検
討

で
あ
る
が
、

一
面
こ
れ
ま
で
の
東
山
内

に
つ
い
て
の
評
価
に
対
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
南
北
朝
時
代

の
東
山
内
に
つ
い
て

の
従
来
の
見
方
は
、
む
し
ろ
南
朝
方
と
す
る
考
え
が
支
配
的

で
あ

っ
た
。
ま
た
染

田
天
神
講

の
結
成
は
東
山
内
衆

(国
人
)
の

一
揆
と
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
東

山
内
の
使
用
年
号
か
ら
み
る
と
東
山
内
、
と
く
に
天
神
講
衆
は
北
朝
方
と
み
る
の

が
穏
当
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
同
講
年
預
は
東
山
内
衆
の

一
部

で
あ
り
、
同
講
の
結

成
は
東
山
内
衆

の

一
揆
で
は
な
く
、
む
し
ろ
分
派
活
動
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
点

来
迎
寺
檀
家
グ
ル
ー
プ
が
東
山
内

一
揆
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
同

一
揆
は
東
山
内

が
伊
勢

・
伊
賀
と
の
流
通

・
交
通
の
要
地
で
あ

っ
た
た
め
に
必
要

で
あ

っ
た
ほ
か
、

東
山
内
各
庄
地
下
人
の
団
結
に
も
対
応
す
る
も
の
で
、
庄
園
社
会

の
秩
序
維
持
に

一
定
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

に

は

じ

め

に

『寺
門
事
条

々
聞
書
』
応
永

二

一
年

(
一
四

一
四
)
六
月

壬

二
日
付

の
御
教
書

な
　

　ま
　

「官
務
衆
徒
」
と
し

て

「菅
原
東
山
内

多
田
東
山
内

小
歩
東
山
内
」
が
み

　朝

倉

弘

え
、

「国
民
交
名
」
の
う
ち
に

「山
田
東
山
内

福
住
東
山
内
」
と
あ
る
。
ま
た

興
福
寺
大
乗
院
二
階
堂
領

「山
内
七

ヶ
所
」

(白
石

・
水
涌
・
靹
田
・
南
殿

・
小
山

戸

・
藺
生

・
向
淵

・
牟
山
の
八
か
庄
園
)
の
庄
官
と
し
て
、
白
石

・
水
涌

・
靹
田

・

甲
岡

・
簾
岡

・
南
殿

・
小
山
戸

・
藺
生

・
多
田

・
牟
山

・
迎
田
等
の
諸
氏
が
い
た
。

以
上
の
天
理
市
東
部

・
桜
井
市
東
部

・
都
祁
村

・
室
生
村
北
部
地
域
の
在
地
武
士

を
仮
に
東
山
内
衆
と
考
え
て
お
く
。

と
こ
ろ
で
東
山
内
衆
は
南
北
朝
時
代
に
、
南
北
両
朝
の
う
ち
ど
ち
ら
方
に
あ

っ

た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
南
朝
方
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

　
　

　

傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
貞
和
三
年

(
一
三
四
七
)
の

「興

福
寺
造
営
料
大
和
国
八
郡
段
米
田
数
井
済
否
注
進
状
」

(『春
日
大
社
文
書
』
七
九

六
、
後
掲
)
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
近
世
享
保
九
年

(
一
七
二
四
)
の

「窪
氏
家
記
」

(『大
和
志
料
』)
も
根
拠
と
な

っ
て
い
る
。
同
記
に
は

「東
山
中

　ヨ
リ
　

郷
侍
は
建
武
以
来
5
此
方
南
帝
皇
居
奉
二
守

護
」
○
中
略
伊
勢
国
北
畠
顕
能
卿
ノ
御

旗
下

二
属
シ
、
北
越
中

ニ
ハ
一
字

ヲ
被
レ
免
○
下
略
」
と
み
え
、
小
山
戸
越
中
守
は

北
畠
顕
能
よ
り
北
姓
を
賜
っ
た
と
み
え
る
。

ま
た
多
田
順
実
が
は
じ
め
た
と
い
う
染
田
天
神
講
は
南
朝
方
の
立
場
に
立

っ
た

東
山
内
衆

一
揆
の
体
制
で
あ
り
、
そ
の
前
提
条
件
は
共
同
墓
地
に
は
じ
ま
る
来
迎

寺
檀
家
、
都
祁
水
分
社
氏
人
と
い
う
横
の
関
係
、
そ
れ
に
東
山
内
は
伊
賀

・
伊
勢

へ
の
流
通

・
交
通
路
の
共
同
管
理
の
必
要
等
で
あ

っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
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一
、
東
山
内
衆

の
南
北
朝
時
代
の
動
向

し
か
し
東
山
内
衆
が
南
北
両
朝

の
う
ち
ど
ち
ら
方
に
あ

っ
た
か
に
つ
い
て
の
判

断

の
基
本
条
件
の
う
ち
と
し
て
、
使
用
年
号
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ

ま

で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
年
号
は
披
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
、
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て
い
な

い
よ
う

で
あ
る
。
実
は
天
神
講
の
結
成
を
記
し
た

「染
田
天
神
縁
起
」

(『大
和

志
料
』)
に
み
え
る

「貞
治
年
中
」
は
北
朝
年
号

で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
同
講
料

田
の
沽
券

・
寄
進
状
も
、
と
も
に
南
北
朝
時
代
の
年
号
は
、
暦
応
三
年

(
=
一西

○
)

.
文
和
五
年

(
一
三
五
六
)
・
貞
治
三
年

(
一
三
六
四
)
・
同
五
年

・
応
安
二
年

(
一
三
六
九
)
・
康
暦
元
年

(
一
三
七
九
)
・
同
二
年

・
至
徳
三
年

(
一
三
八
六
)
・

同
四
年
の
九
点

で
あ
る
が
、
す

べ
て
北
朝
年
号
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
南
朝
年
号

の
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。

そ
の
ほ
か
来
迎
寺
の

「了
尊
記
文

」

の
建
武
四
年

(
一
三
三
七
)
、
「窪
氏
系

図
」
の
泰
祐

の
項

の
延
文
四
年

(
一
三
五
九
)、
「窪
氏
家
記
」
の
応
安
四
年

・
至

徳
三
年
、

「北
氏
系
図
」
の
顕
国
の
項
の
暦
応
元
年
、
実
兼

(越
中
守
、
北
の
一
字

を
許
さ
れ
た
人
物
)
の
項
の
応
安
四
年
等
が
み
ら
れ
る

(い
ず
れ
も

『大
和
志
料
』)。

ま
た
来
迎
寺
墓
地
の
五
輪
塔
の
年
号

に
つ
い
て
み
て
も
、
北
朝
年
号
の
も
の
が

六
基
ー
康
永
二
年

(
;

西

三
)
、
観
応

二
年

(
一
三
五

一
)

・
貞
治
三
年

・
同
四

年

.
同
四
年

.
同
六
年
i
、
南
朝
年
号

の
も
の
は

一
基
ー
正
平
二
一二
年

(
一
三
六

八
)
ー
で
あ
る

(『大
和
志
料
』
等
)
。

以
上

に
よ
る
と
東
山
内
地
域
で
は
、
南
朝
年
号
も
み
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い

に
し

て
も
、

一
般
的
に
は
北
朝
年
号
が
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
さ
そ

う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば

『沢
氏
古
文
書
』
に
み
ら
れ
る
南
北
朝
時
代
の

年
号
は
南
朝
年
号
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
沢
氏
が
南
朝
方
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

従

っ
て
北
朝
年
号
が

一
般
的
に

(お
そ
ら
く
日
常
的
に
も
)
使
用
さ
れ
て
い
た
東
山

内
が
南
朝
方
で
あ

っ
た
と
は
考
え
が
た
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
東
山
内
が
南
朝
方
と
さ
れ
て
き
た
根
拠
の

一
つ
に
前
掲
貞
和
三
年
の
段

米
済
否
注
進
状
が
あ
る
。
同
注
進
状
に

「号
二
宮
方
納
進

一
」
と
記
さ
れ

て
い
る

庄
園
は
南
朝
方
の
庄
園
と
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

記
さ
れ
た
庄
園
は
東
山
内

で
は
、
南
殿

・
小
山
戸

・
水
涌

・
藺
生

・
向
淵
の
五
か

庄

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
小
山
戸
庄
は
前
記
の
と
お
り
、
北
畠
氏
よ
り
北

の

一
字
を

与
え
ら
れ
た
小
山
戸

(北
)
氏
の
在
所

で
あ
る
。
こ
の
限
り
小
山
戸
氏
は
南
朝
方

か
も
知
れ
な
い
が
、
後
述
の
と
お
り
南
北
朝
時
代
に
は
幕
府
方

(筒
井
方
)
と
み

ら
れ
る
多
田
氏
の
天
神
講
年
預
の
う
ち
に
み
え
、
戦
国
時
代
に
多
田
氏
が
越
智
党

に
移

っ
て
も
、
小
山
戸
氏
は
な
お
筒
井
方
に
残

っ
て
い
る
。
と
す
る
と
南
北
朝
時

代
の
小
山
戸
氏
は
南
朝
方
で
あ

っ
た
と
は
み
な
し
が
た
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た

『太
平
記
』
や
天
正
年
間
の

『伊
勢
国
司
諸
侍
役
付
』
に
も
小
山
戸
氏
は
み
ら
れ

な
い
。
前
記

「窪
氏
家
記
」

「北
氏
系
図
」
の
北
朝
年
号
の
問
題
も
あ
り
、
小
山

戸
氏
の
中
世
後
期
に
お
け
る
動
き
、
と
く
に
南
朝
方
か
ど
う
か
,は
、
な
お
究
明
す

る
余
地
が
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
前
記
段
米
済
否
注
進
状
に
段
米
を
、
一
部
弁

・
一
部
難
澁
、
抑
留
と

あ

る
が
、

「
号
二
宮
方
進
納

一
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
庄
園
を
あ
げ
る
と
、
牟

　
　
　

山

.
靹
田

.
尻
桿

(白
石
)

.
多
田

・
染
殿
の
五
か
庄
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
牟
山

.
靹
田

.
尻
桿
の
三
か
庄
は

「尻
押
大
進
公
抑
留
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
多
田

.
染
田
両
庄
に
は

「多
田
武
蔵
公
尻
桿
大
進
公
舎
弟
抑
留
之
」

「尻
桿
大
進
公
舎
弟

等
抑
留
之
」
と
み
え
る
。
こ
の
五
か
庄
は
多
田
氏
兄
弟
の
知
行
下
に
あ

っ
た
も
の

で
あ
る
。
多
田
氏
の
段
米
抑
留
に

つ
い
て
は
宮
方
云
々
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
。

室
町
時
代
初
期
の
こ
と
で
あ
る
が
、
興
福
寺
の
支
配
が
室
町
幕
府

(足
利
義
満
)

を
背
景
に
強
力
に
な

っ
た
時
期
で
も
、
多
田
氏
は
向
淵
庄
下
司
と
し

て
亀
山
院
御

願
の
唯
識
十
講
料
足
三
〇
石
の
緩
怠
常
習
者
で
あ

っ
た
。
こ
の
点
か
ら
み
る
と
、

興
福
寺
支
配
の
弱
体
化
し
て
い
た
南
北
朝
時
代
の
段
米
抑
留
な
ど
当
然
の
こ
と
で

あ

っ
た
と
み
て
も
よ
か
ろ
う
。
宮
方
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
抑
留
で
は
な
か
ろ
う
。

と
く
に
、
多
田
順
実
が
は
じ
め
た
天
神
講
に
関
す
る
記
録
は
、
す
べ
て
北
朝
年

号
が
使
用
さ
れ
て
い
る

(前
記
)
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
多
田
氏
が
南
朝
方
に
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あ

っ
た
と
は
考
え
た
い
。
ま
た
前
記
の
と
お
り
室
町
時
代
の
向
淵
庄
の
下
司
は
多

田
氏
で
あ

っ
た
が
、
貞
和
三
年
の
段
米
済
否
注
進
状
に
お
け
る
向
淵
庄
の
下
司
は

多
田
氏
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
。
と
い
う
の
は
貞
和
三
年
に
多
田
氏
兄
弟
の
い
ず
れ

か
が
下
司
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
段
米
済
否
注
進
状
の
向
淵
庄
に
つ
い
て
は
、
多

田
氏
兄
弟
の
知
行
下
に
あ

っ
た
前
記
五
か
庄
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
は
ず
と
み
な
し

う
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
か
ら
み
る
と
南
北
朝
時
代
多
田
氏
は
北
朝
方
に
あ

っ
た

と
み
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
る
と
天
神
講
は
む
し
ろ
北
朝

方

に
立

っ
て
い
た
と
み
る
の
が
穏
当
の
よ
う
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
天
神
講
を
東
山
内

衆

一
揆
と
み
る
考
え
で
あ
る
が
こ
れ
は
、
む
し
ろ
分
派
活
動
で
は
な
か

っ
た
か
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
た
い
。
も

っ
と
も
、
は
じ
め
に
東

山
内
衆
の

一
揆
体
制
の
形
成
発
展
と
し

て
、
来
迎
寺
檀
家

・
都
祁
水
分
社
氏
人
に

つ
い
て
要
点
的
に
ふ
れ
、
そ
の
う
え

で
染
田
天
神
講
の
結
成
と
そ
の
動
向
を
と
り

あ
げ
る
。

二
、
共
同
墓
地
と
来
迎
寺
檀
家
関
係
の
形
成

　
　

　

四
代
目
了
尊

の
記
録

「来
迎
寺
結
界
由
来
之
事
」
に
よ
る
と
、
来
迎
寺
の
地
は

も
と
東
山
内
の
死
者
を
送
る
野
、

つ
ま
り
共
同
墓
地
で
あ

っ
て
、
平
安
時
代
に
顕

鏡
阿
閣
梨
が
霊
地
と
し

て
境
界
を
定
あ
た
と
い
う

(結
界
)。
同
結
界
は
都
祁
村

大
字
南
之
庄

・
相
河

・
小
山
戸

・
藺
生

・
友
田
の
田
畠
に
囲
ま
れ
た
丘
を
中
心
と

し
て
お
り
、
共
同
墓
地
に
ふ
さ
わ
し
い
地
理
的
位
置
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

そ
の
後
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
在
地

の
領
主
に
な

っ
た
と
い
う
伊
賀
公
源

(多

田
)
経
実
の
保
護
の
も
と
に
、
相
川
庄

の
住
人
沙
弥
蓮
阿
弥
陀
仏

(蓮
阿
)
が
御

堂

(来
迎
寺
)
を
建
立
し
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
う
え
で
伊
賀
公
は
周
辺
の
田
畠

も
ふ
く
め
て
結
界
と
し
て
墓
地
を
同
寺

に
寄
進
し
た
と
い
う
。

　
　

　

つ
い
で

「当
山
由
来
霊
仏
霊
宝
境
内
山
林
田
畠
之
事
」
で
は
、
伊
賀
公
が
亡
く

な
る
と
来
迎
寺

に
墓
廟
塔

(石
塔
)
や
神
主

(位
牌
)
そ
の
ほ
か
多
く

の
霊
宝
が

寄
せ
ら
れ
た
が
、

一
方
以
後
同
寺
に
帰
依
し
て
檀
家
と
な
る
東
山
内
武
士
も
多
く

な
り
、
い
ず
れ
彼
等
の
石
塔
等
も
増
加
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
従

っ
て
顕
鏡
や
淳

　
る

　

咋
が
思
い
を
寄
せ
た
高
野
山
や
比
叡
山
の
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
と
み
え
る
。
そ

れ
は
、
い
つ
頃
か
明
ら
か
に
は
な
し
が
た
い
が
、
四
代
目
了
尊
の
頃
、
鎌
倉
時
代

末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
頃
で
あ

っ
た
と
、
い
ち
お
う
考
え
ら
れ
、
檀

家
に
な

っ
た
在
地
武
士
は
表
1

(後
掲
)
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で

彼
等
は

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
集
会
の
う
え
で
掟
条
々
を
定
め
る
こ
と
も

あ

っ
た
。
文
亀
二
年

(
一
五
〇
二
)
の

「定
来
迎
寺
掟
条

々
」、
天
文
元
年

(
一
五

三
二
)
の

「於
来
迎
寺
掟
之
事
」

(後
掲
)
が
今
日
同
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
檀
家
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
は
在
地
武
士
の
党
的
結
合
の
基
盤
に
な

っ
た
も
の
と
考

　
ら

　

え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
在
地
武
士
が
都
祁
水
分
社
の
氏
人
と
な
る
経
緯
に
つ
い
て
考

察
し
て
み
る
。三

、
都
郡
水
分
社
氏
人
関
係
の
形
成

「都
祁
水
分
縁
起
」
(『大
和
志
料
』)
に
よ
る
と
寛
平
年
間

(八
八
九
-
九
八
)
の

布
留

・
都
祁
水
分

(以
下
水
分
)
両
神
人
の
座
論
に
よ
る
孚
い
以
後
、
東
山
内
で

は
そ
れ
ま
で
お
こ
な

っ
て
き
た
布
留
社

へ
の
神
役
勤
仕
は
こ
れ
を
停
止
し
て
、
水

分
社
の
神
役
の
み
を
勤
め
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
こ
の
過
程
は
興
福
寺
の
支

配
が
東
山
内
に
及
び
、
同
寺
大
乗
院
二
階
堂
領
山
内
七

ヶ
所
の
庄
園

(前
記
)
が

　
　

　

成
立
す
る
過
程
と
表
裏
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
同
社
縁
起
に
よ
る
と
元
慶
三
年

(八
七
九
)
小
山
戸
庄
の
高
山
に
神

の
降
臨
が
あ
り
社
殿
が
造
営
さ
れ
た
が
、
同
社

に
い
た
る
路
次

(或
は
境
内
)
が

狭
く
問
題
に
な

っ
た
の
で
、
天
禄
二
年

(九
七

一
)
二
階
堂
院
主

に
申
し
入
れ
て

靹
田
庄
坂
窪
山
に
移
し
下
山
宮
と
な
し
、
小
山
戸
庄
の
神
社
を
上
山
宮
に
し
た
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
小
山
戸
庄
の
同
社
は
都
祁
山
口
社

で
あ
り
、
同
所
の
上
山
宮

と
い
う
の
は
水
分
社
の
祭
礼
の
と
き
の
神
輿
渡
御
の
関
係

で
設
け
ら
れ
た
仮
殿
で

あ
ろ
う
と

い
う

(『大
和
志
料
』)
が
、
も

っ
と
も
と
考
え
ら
れ
る
。
関
連
し
て
水

分
社
の
祭
礼
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
に
、
縁
起
に
よ
る
と
毎
年
九
月
二
五
日
に
は
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下
山
宮
か
ら
上
山
宮

へ
、
翌
二
六
日
に
は
上
山
宮
か
ら
下
山
宮

へ
神
輿
渡
御
が
あ

り
、
ま
た
二
階
堂
院
主
の
沙
汰
に
よ

っ
て
勅
使

・
内
侍
使

・
童
子
使

(以
上
白
石

庄
よ
り
)

・
奉
幣
使

(小
山
戸
庄
よ
り
)
が
派
遣
さ
れ
、
田
楽

・
細
男

・
相
撲

.
競

馬
が
お
こ
な
わ
れ
、
在
地
武
士

(衆
徒

・
国
民
)
に
よ
り
流
鏑
馬
が
勤
め
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
諸
神
事
は
春
日
若
宮
祭
礼
を
模
し
て
盛
大
に
お
こ
な

わ
れ
た
と
い
う
。
祭
礼
の
趣
旨
は

「十
善
帝
王

・
関
白
殿
下
○
中
略
井
七
ヶ
所
預
所

定
使
下
司
大
夫
人
民
百
姓
安
穏

ニ
シ
テ
太
平
ナ
ラ
シ
メ
ン
タ
メ
○
下
略
」
と
み
え
る
。

こ
れ
は
二
階
堂
支
配
の
確
立
、
衆
徒

・
国
民
と
な

っ
た
在
地
武
士
の

一
揆
体
制
の

維
持
発
展
に
よ
る
東
山
内
の
人
民
百
姓

に
い
た
る
安
穏
太
平
を
祈
願
す
る
も
の
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
流
鏑
馬
を
勤
め
た
在
地
武
士
の
衆
徒

.
国
民
は
水

分
社
氏
人
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

『三
箇
院
家
抄
』
靹
田
庄
の
末
尾
に
追

筆
と
し
て

一
二
名
が
記
さ
れ
て
い
る

(表
1
、
後
掲
)。

つ
ま
り
、
東
山
内
在
地
武

士
は
水
分
社
祭
礼
を
二
階
堂
院
主
指
導

の
も
と
に
盛
大
に
お
こ
な
う
形
で
氏
人
と

し

て
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
そ
れ
は

そ
の
ま
ま
在
地
武
士
党
的
結
合
の
基
盤
に

な

っ
て
い

っ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

以
上
に
よ
る
と
東
山
内
在
地
武
士

の
連
帯
関
係
は
前
記
来
迎
寺
の
檀
家
関
係
の

う
え
に
水
分
社
氏
人
関
係
が
重
層
化
し

て
い
た
も
の
で
、
東
山
内
衆
党
的
結
合
と

い
う
か

一
揆
体
制
と
い
う
か
、
そ
れ
は
興
福
寺
大
乗
院
二
階
堂
院
主
指
導
の
も
と

で
形
成
発
展
し
て
き
て
い
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
勢
の
な
か
で
多

田
氏
を
中
心
に
染
田
天
神
講
が
結
成
さ
れ
た
。

四
、
染
田
天
神
講
の
結
成

多
田
順
実
が
は
じ
め
た
と
い
う
連
歌
千
句
会

(以
下
千
句
会
)
の
染
田
天
神
講

(以
下
天
神
講
)
の
結
成

に

つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
。

「東
山
内
染
田
天
神
縁

起
」

(『大
和
志
料
』)
の
必
要
部
分
を
掲
げ
る
と

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

天
満
天
神
○
中
略
偉
哉
文
道
ノ
太
祖

歌
道
ノ
領
袖
也
、
○
中
略
愛
二
大
和
国
山
辺
郡

　
マ
マ
　

東
山
内
多
田
順
実
、
依
二
信
仰
之

至
極

一錐
レ
演
二
毎
月

一
座
之
寄
詠

一無
二

奉
レ
葬

尊
像

一之
間
、
朝
夕
愁
吟
昼
夜
令
二
欣

求

一之
処
、
貞
治
年
中
旅
行

之
仁
、
不
慮
将
⊃
来
於
御
影

一成

二
奇
異
之
思

一尋
二
其

出

所

一旅
人
不

レ
知
二

行
方
」
是
併
ナ
カ
一フ順
実
之
望
通
二
神

襟

一歎
、
傍
結
衆
買
⊃
得

料

田
一毎

年

之
千
句
干
レ
今

無
二
退
転

一者
也
、

こ
れ
に
よ
る
と
多
田
順
実
は
か
ね
て
千
句
会
を
は
じ
め
、

一
座
し
て
年
毎
に
同

会
を
張
行
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
そ
の
道
の
権
威

で
あ
る
天
神

の
像
が
な
く
、

そ
れ
を
求
め
て
止
ま
な
か

っ
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
旅
人
か
ら
天
神

の

「御
影
」

を
授
か

っ
た
と
い
う
。
そ
の
出
所
を
尋
ね
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
旅
人
の
姿

は
見
当
ら
な
か

っ
た
と
も
み
え
、
そ
こ
に
神
秘
性
も
う
か
が
え
る
。

「御
影
」
に

神
秘
性
が
必
要
な
た
め
の
措
置
と
み
な
さ
れ
る
。
多
田
順
実
は
結
衆
と
と
も
に
、

早
速
料
田
を
購
入
し
た
と
み
え
る
が
、
料
田
の
沽
券
の
う
ち
に
は
貞
治
三
年

の
天

神
講
衆
中
宛
の
田
地
作
主
職
売
券
が
あ
る
の
で
、
こ
の
限
り
貞
治
年
中
す
で
に
千

句
会

の
張
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
み
と
め
ら
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に

「毎
年
連
衆
之
事
」
(
『大
和
志
料
』)
に
は
、
応
永
二
四
年

(
一
四

一

七
)
か
ら
寛
正
二
年

(
一
四
六

一
)
迄
の
年
毎
の
当
年
預

(千
句
会
の
責
任
者
)
や

千
句
会
立
願
者

(恒
例
の
ほ
か
に
千
句
会
開
催
の
要
望
者
)
の
ほ
か
、
そ
の
度
毎
の

参
会
者
が
み
ら
れ
る
。
う
ち
当
年
預
と
立
願
者
は
天
神
講
衆
の
う
ち
の
年
預
と
考

　ア

　

え
ら
れ
る
が
、
計

一
六
人
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
に
東
大
寺

・
興
福
寺

・
菩
提
山

(西
暦
寺
)
の
僧
侶
も
い
た
。

'
と
こ
ろ
で
右
の

一
六
人
は
、
い
ず
れ
も
在
地
武
士
で
興
福
寺
衆
徒

・
国
民
と
考

え
ら
れ
る
が
、
彼
等
が
天
神
講
年
預
と
な

っ
た
理
由
は
何
で
あ

っ
た
も
の
か
。

五
、
多
田
派
と
吐
山
派

前
記
の
と
お
り
東
山
内
在
地
武
士
は
、
来
迎
寺
檀
家
、
水
分
社
氏
人
と
い
っ
た

立
場
を
基
盤
と
し
て
党
的
結
合
を
維
持
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
水
分
社

　
ぱ

　

神
輿
は
室
町
時
代
に
造
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
る
と
、
鎌
倉
時
代
以

来
室
町
時
代
の
い
た
る
間
、
東
山
内
衆
は
党
的
結
合
を
踏
ま
え
て
氏
人
と
し
て
水



5 朝倉:中 世後期大和国東山内衆(国 人)の 動向について

表1東 山 内 衆

旧 所 在 鎌倉末期 室町時代 室町期天 文亀2年 天文元年

郡 (現行行政地名) 来迎寺檀家 水分社氏人 神講年預 来迎寺檀家 来迎寺檀家

1都祁村 小 倉

`

小 倉 小 倉

2〃 友 田 靹 田 靹 田 一 靹 田 靹田藤

3〃 甲 岡 甲 岡 一 甲 岳

山 4〃 白 石 水 涌 白 石 白 石 白 石

5〃 簾 岡 一 簾 岡

6〃, 窪 一 窪 窪藤若

7"南 之庄 南 殿 南 一 南 殿 南殿藤寿

辺 8〃 藺 生 藺 生 藺 生 _P

9〃 小 山戸 小山戸 小山戸 小山戸 小山戸 小山戸春若

10〃 相 河 相 川 一 相 河 相河栄

11"相 河 ・向 ヒ田 迎 田 向 田 迎 田 迎 田 迎田千

郡 12〃 吐 山 吐 山 卓(早)山 一 吐 山 吐山亀寿

13〃 吐 山 力 一 北田藤満
、、

14〃 新 宗 一 新 宗 新宗康

15室 生村 多 田 多 田 多 田 多 田 多 田 多田

16〃 無 山 牟 山 牟 山

17"向 渕 ・大 門 大 門 一 大 門 大門宗

城 18桜井市 小 夫 小 夫 一 小 夫 小夫実祐

上 19〃 芹 井 せり井 一

郡

20〃 上笠間 上笠間

山 21〃 下笠間 下笠間

22天 理市 豊 田 豊 田

辺 23〃 豊 井 豊 井

24〃 芭 原 芭 原

郡 25〃 仁 興 仁 興

26〃 藤 井 藤 井

27〃 河原城 山 辺

宇 28榛原町 山辺三 東山辺

陀 29〃 檜 牧 檜 牧

郡

分
社

の
祭
礼
を
勤
め

て
き
た
も
の
と
み

て
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
勢
の
な

か
で
の
多
田
順
実
に
よ
る
天
神
講
の
結
成
で
あ
る
。
以
上

の
見
通
し
の
う
え
で
天

神
講
年
預
と
な

っ
た
前
記

一
六
人
を
、

み
る
と
表
1
の
と
お
り
に
な
る
。

来
迎
寺
檀
家

・
水
分
社
氏
人
と
比
較
し
て
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表
1
に
よ
る
と
来
迎
寺
檀
家

一
四
人

、
水
分
社
氏
人

一
二
人
に
対
し
、
天
神
講

年
預
は

一
六
人

で
あ
る
が
、
東
山
内
衆
-
檀
家

・
氏
人
の
枠
内
で
は

一
六
人
の
う

ち
わ
ず
か
六
人

で
あ
り
、
残
る

一
〇
人

は
本
稿
で
の
東
山
内
以
外
の
周
辺
地
域
の

在
地
武
士

(興
福
寺
衆
徒

・
国
民
)
と
み
な
さ
れ
る
。

つ
ま
り
天
神
講
の
結
成
は
東

山
内
衆
の
観
点
か
ら
み
る
と
党
的
結
合

の
強
化
、

一
揆
体
制
の
確
立
と
い
う
よ
り

は
逆
に
東
山
内
衆
の
分
派
、
そ
の
第

一
歩
と
み
る
の
が
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

天
神
講
の
結
成
は
、
た
と
え
連
歌
愛

好
者
の
自
由
な
立
場
で
の
結
成
で
あ

っ
た

と
し
て
も
、
開
か
れ
た
社
会

で
の
動
き

で
は
な
く
、

一
定
の
前
提

(檀
家

・
氏
人

関
係
)
を
も

っ
た

一
定
の
地
域

(東
山
内
)
に
お
け
る
結
成
で
あ

っ
て
、
し
か
も

そ
の
全
員
で
は
な
く
約
半
数
の
場
合
は
、
結
果
と
し
て
分
派
活
動
と
な
る
可
能
性

が
大
き
か

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
状
況
の
な
か
で
天
神
講
料
田
の
買
得

・
寄
進
も
お
こ
な
わ
れ
、
永
享
年

間

(
一
四
二
九
-
四
〇
)
に
な
り
染
田
寺
も
造
営
さ
れ
る
と
多
田
派
が
成
立
し
た

と
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
る
と
天
神
講
に
加
わ
ら
な
か

っ
た
東

山
内
衆
は
、
お
そ
ら
く
吐
山
氏
を
中
心

に
結
集
し
て
い
っ
た
も
の
と
、
い
ち
お
う

推
測
さ
れ
る
。

六

、
天
神
講
衆

の
動
き
1

豊
田
頼
英
中
心
に

天
神
講
衆
の
千
句
会
張
行
の
年
月
日

・
会
場

・
当
年
預

・
立
願
会
場
等

・
頼
英

参
会
は
表

2
の
と
お
り

で
あ
る
。
年
次

の
点

で
は
応
永

一
二
年

(
一
四
〇
五
)
以

来
文
明

一
六
年

(
一
四
八
四
)
ま
で
の
約
八
〇
年
間
と
文
亀
二
年

(
一
五
〇
二
)
か

ら
永
緑
七
年

(
一
五
六
四
)
に
い
た
る
約
六
〇
年
間

の
二
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
右
の
う
ち
前
者
の
約
八

〇
年
間
は
殆
ど
毎
年
千
句
会
が
張
行
さ
れ

く
ん
な
か

て
い
る
が
、
そ
の
間
の
東
山
内
と
国
中

の
関
係
に
つ
い
て
天
神
講
の
年
預
曲豆
田
頼

英
の
動
き
を
中
心
に
し

て
考
察
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
頼
英
の
千
句
会
参
会

の
状
況
で
あ
る
が
表
2
の

「頼
」
の
項
の
と
お
り
で

　ニ
カ
　

あ
る
。
正
長
六
年

(永
享
元
、

一
四
二
九
)
三
月
、
大
和
永
享
の
乱
の
起
こ
る

(八

月
)
直
前
に
参
会
し

て
い
る
。
以
後
同
乱
の
間

の
参
会
は
途
絶
え
る
が
、
同
乱
も

　
　

　

終
末
が
近
づ
く
同

一
一
年
八
月
に
は
久
し
ぶ
り
に
参
会
し
て
い
る
。
頼
英
は
同
乱

　い
　

で
は

一
方
の
中
心
人
物
で
あ

っ
た
か
ら
、
い
ず
れ
の
場
合
も
無
理
を
押
し
て
の
参

会
で
あ

っ
た
ろ
う
。

つ
い
で
文
安
元
年

(
一
四
四
四
)
一
一
月
に
は
千
句
会
の
当
年
預
を
勤
め
て
い

る
。
同
年
は
摂
津

・
河
上
五
ヶ
関
務
を
め
ぐ

っ
て
興
福
寺
大
乗
院
門
跡
経
覚
と
成

身
院
光
宣

・
筒
井
順
永
が
争

っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
頼
英
は
越
智
氏
と
と
も
に

　け
　

経
覚
方
に
あ

っ
て
筒
井
軍
と
合
戦
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
な

か
で
の
当
年
預
で
あ
る
か
ら
、
強
い
意
欲
を
も

っ
て
、
お
そ
ら
く

一
定
の
意
図
の

も
と
に
千
句
会
を
張
行
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
意
図
は
記
録
の
う
え
で

は
知
る
由
も
な
い
が
、
前
項
の
と
お
り
幕
府
方

(北
朝
方
)
に
あ

っ
た
と
推
測
さ

れ
る
多
田
氏
ら
を
越
智
方

(後
南
朝
方
)
に
引
き
込
も
う
と
い
う
こ
と
で
は
な

か

っ
た
ろ
う
か
。
五
ヶ
関
務
を
め
ぐ
る
抗
争
は
以
後
も
続
く
が
、
そ
う
し
た
な
か

に
あ

っ
て
も
文
安
四

・
五
年
、
宝
徳
元

(
一
四
四
九
)
・
二
年
と
連
年
に
わ
た

っ
て

千
句
会
に
参
加
し
て
い
る

(表
2
)。

そ
の
後
、
二
年
間
は
同
会

に
参
会
し

て
い
な
い
が
、
享
徳
三
年

(
一
四
五
四
)

=

月
に
は
二
度
目
当
年
預
を
勤
あ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
経
覚
方
の
古
市
胤
仙

　に
　

が
前
年
六
月
に
没
し
て
お
り
、
五
ケ
関
務
の
争
い
も

一
時
に
せ
よ
和
解
の
動
き
が

み
ら
れ
た
と
き
で
あ
り
、
こ
の
時
機
を
活
用
し

て
当
年
預
を
勤
め
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
文
明
元
年
以
後
の
千
句
会

へ
の
頼
英
の
参
会
の
状
況
は
記
録
が
な
い
の

で
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
表
2
に
よ
る
と
千
句
会
は
同

一
六
年
ま
で
は
ほ

ぼ
毎
年
張
行
さ
れ
て
お
り
、
頼
英
は
文
明

一
六
年
に
は
三
度
目
千
句
会
を
張
行
し

て
い
る
の
で
、
文
明
元
年
以
後
も
、
以
前
と
同
程
度
に
は
千
句
会
に
参
加
し
て
い

た
も
の
と
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
の
間
は
、
云
う
ま
で
も
な
く

応
仁
の
乱
を
経
て
、
戦
国
時
代
初
期
に
相
当
す
る
時
期
で
あ
る
。
頼
英
と
同
乱
と

の
関
係
も
、
文
明
七
年
頃
ま
で
の
動
き
は
、
記
録
に
も
み
ら
れ
ず
明
ら
か
で
な
い
。
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表2染 田天神講千句会張行と豊田頼英(頼)参 会状況

張行 年月日 会 場 当 年 預 立 願 会 場 等 頼

応 永12.5.2 牟山寺

(1405)

16.5.1 藤井坊にて

18.5.12 多 田

19.5.16

20.5.16 水湧房

21.9.12

22.10.27 下笠間

24.5.3 多 田 多田実春

25.10.26 水 涌 水涌実詮

26.9.10 牟 山 実経

27.6.5 牟 山 東山辺某

28.6.20 下笠間 下笠間定勢

29.6.19 仁 興 仁興英算

30.5.14 藤 井 藤井性円 11.14藤 井 にて

31.7.25 坊 迎田実順

32,7.5 萱 原 萱原英実

33.6.28 上笠間 6.11下 笠 間 に て

34.7.7 多 田 多田実春

正長1延 引

(1428)

2.3.26 白石大聖寺 白石実詮 5.2牟 山 にて、牟山某 O

永 享2.7.17 山辺か下笠間 東山辺 8.27染 田 寺 にて

(1430)

3.6.3 下笠間 下笠間定勢

4.7.24 藤 井 藤井性円

5.6.21 仁 興 仁興英算 6.24仁 興 に て

6.6.24 迎田か染田 迎田実順 6.27良 印

7.7.26 上笠間か下笠間 8月 下笠間にて

8.7.25 染田寺 多田春千代丸

9.7.18 下笠間
竜

下笠間公定 9.16染 田寺 にて、小山戸実兼

10.

11.8.23カ 白石か檜牧 白石某 0

25

12.10.11 染田寺か牟山 牟山春藤丸

嘉 吉1.12.5 染田寺 山辺泰綱 0
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張行 年月日 会 場 当 年 預 立 願 会 場 等 頼

(1441)

2.9.27 下笠間 下笠間公定

3.6.6 仁 興 仁興春福丸

文 安1.11.1 染田寺 豊田頼英 0

(1444)

2.11.3 染田寺 迎田実順

3.1.25 上笠間 上笠間定俊

4.3.25 小 蔵 小蔵政実 0

5.7.23 染田寺 多田僧順実' O

宝 徳1.11.3 白 石 白石僧長実 0

(1449)

2.9.27 染田寺 牟山春藤丸 O

3.12.18 小蔵観音寺 山辺廉綱

4.2.18 下笠間 下笠間公定

享 徳2.7.4 仁興極楽寺 仁興春福丸 0

(1453)

3.11.30 染田寺 豊田頼英 0

4.3.12 上笠間厳松院 上笠間定俊 0

康 正2.5.8 小蔵観音寺 小蔵実栄 0

(1456)

長 禄1.11.6 染田寺 迎田春王丸 0

(1457)

2.5.27 多田順実 0

3,12.6 白石大聖寺 白石長実 0

4.5.27 染田寺 多田順実 0

寛 正2.12.15 染田寺 連衆 0

(1461) (山辺無力による)

5.9.22

6.12.8 染田寺

応 仁1.9.21 小 蔵 0

(1467)

2.9.16 染田寺 11・25上 笠 間 に て 0

文 明1.9.18 白 石

(1469) 下深川

3.10.6 下深川

4.2.25 染田寺 9月 下笠間にて

5.7.5 仁興極楽寺
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張行 年月f 会 場 当 年 預 立 願 会 場 等 頼

6.9.6 染田寺

～9

7.11.1 染田寺

8.9.25 上笠間厳松院

9.3.25 小蔵観音寺

11.9.12 深 川

12.9.16 牟山薬師寺 11.10下 笠 間 に て

13.9.20 深 川

14.11.14 下笠間

16. 豊田豊岡宅 豊田頼英 0

17～ 文 亀元 (東山内乱世 により中断、但 し文明18年 を除 く)

文 亀2.9.27 染田寺

(1502)

永 正9.3.5 染田寺 豊田某

(1512)

11.11.5 上笠間 染田某 1.26豊 田 殿

13.5.9 染田寺

16.5.2 深 川

大 永5.11.1

(1525)

天 文9.5.17 多 田

(1540)

永 禄7.11.2 靹 田

(1564)

註

表2は 、「染田天神連歌」(r室 生村史』)、「天神 々社」(r大 和志料』)、「豊田塁」(同 書)に

よった。また豊田頼英の千句会への参加は 「毎年連衆事」と 「千句発句脇之次第」(r大 和

志料』)に より作製 した。「頼」を頼英 とみての ことである。寛正3年 か ら文正元年までは

欠如。なお 「年月日は不明だが、とにか く文明年間興行と思われるものが三っある」(r室

生村史』663頁)と みえる。この三つのうちの一つが文明16年 分であろうか、同年分は

前記 「豊田塁」の うちに当年預 としてみえる。そのほかr大 乗院寺社雑事記』文明18年1

1月25日 条には、同年同月27日 に上笠間で千句会の張行された可能性のある記録がある。
,蓼

張行 されたかどうか不明。表2に は入れなかった。なお張行月日は二者択の場合があるが一

方のみをとった。 ここでは年次が問題。
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良奈

越
智
方
の
う
ち
に
み
ら
れ
な
い
の
で
、
同
乱
に
は
未
参
加
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
こ
の
限
り
千
句
会
参
加
の
余
裕
は
あ
り
え
た
ろ
う
。
し
か
し
文
明

一
四
年
の

時
点
で
は
頼
英
は
多
田
某

・
山
田
某
ら
と
と
も

に

「河
内
引
汲
衆
」

(畠
山
義
就

方
の
越
智
党
)
の
う
ち

に
み
ら
れ
る
。

こ
れ

に
対
し

「大
和
衆
官
領
方
引
汲
牢

　お
　

人
」

(畠
山
政
長
方
の
筒
井
党
)
の
う
ち

に
小
山
戸

・
小
夫
両
氏
の
ほ
か
山
田
城

.

　　

く
ん
な
か

福
住
氏
が
み
え
る
。
も

っ
と
も
右
の
畠

山
両
方

へ
の
参
加
は
東
山
内
衆
の
国
中
で

の
合
戦

へ
の
参
加
と
考
え
ら
れ
、
東
山
内
自
体
が
戦
場
と
な
る
こ
と
は
な
か

っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
文
明

一
七
年
に
な
る
と
東
山
内
地
域
に
も
合
戦
が
及
ん
で

　め
　

く
る
。
東
山
内
が
戦
場
に
な
る
と
千
句
会
張
行
の
余
地
は
な
か

っ
た
ろ
う
。
文
明

十
六
年
を
も

っ
て
同
会
が
途
絶
え
た
の
は
右

の
理
由
に
よ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

以
上
豊
田
頼
英

の
動
き
を
中
心
に
し

て
、
千
句
会
の
張
行
と
頼
英
の
参
会
状
況
、

頼
英
に
よ
る
多
田
氏
の
、
筒
井
党
寄
り
の
立
場
か
ら
越
智
党

へ
の
参
陣
、

つ
い
で

東
山
内
の
戦
場
化
、
千
句
会
の
停
止
に
い
た
る
経
緯
を
考
察
し
て
み
た
が
、

つ
ぎ

に
文
亀
二
年

(
一
五
〇
二
)
以
後
千
句
会

が
再
開
さ
れ
る

(表
2
)
に
い
た
る
経
緯

を
と
り
あ
げ

て
み
よ
う
。

七
、
東
山
内
衆
の

一
揆
体
制
再
現

文
亀
二
年
九
月
末
に
は
千
句
会
が

一
八
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

同
年

=

月

に
は
来
迎
寺
掟

(『大
和
志
料
』)
も
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
殺
生
禁

断
、
寺
領
山
木
盗
伐
者
の
処
罰
、
陣
取

の
禁
止
等
で

一
般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
檀
家
と

い
う
立
場
で
多
田

・
吐
山
両
派
の

一
体
化

が
実
現
し
、
東
山
内
衆
の

一
揆
体
制
が
再
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
掟
に

署
名
し
て
い
る
檀
家
は
表
1

(前
掲
)
の
と
お
り

で
、
基
本
的
に
鎌
倉
時
代
末
期

の
そ
れ
に
同
じ

で
あ
る
。
な
お
千
句
会

が
再
開
さ
れ
、
檀
家
の

一
揆
体
制
が
再
現

し
た
の
は
、
同
年
九
月
大
和
国
人
衆
の

一
揆
が
実
現
し
、
東
山
内
が
平
穏
に
な

っ

　め
　

た
こ
と
に
よ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
永
正
三
年

(
一
五
〇
六
)
八
月
以
来
赤
沢
朝
経
が
二
度
目
大
和
を
侵

害
す
る
と
、
大
和
国
人
衆
は
総
崩
れ
と
な
り
筒
井
氏

(順
賢
)
以
下
は
東
山
内
に

落
ち
た
が
、
そ
こ
で
反
撃
体
制
を
整
え
る
な
か
で
、
東
山
内
衆
は
ほ
ぼ
筒
井
方
の

与
力
に
な

っ
た
と
い
う
。

つ
ま
り
東
山
内
衆
は
筒
井
氏
の
も
と
で
来
迎
寺
檀
家
と

い
う
立
場
の

一
揆
体
制
を
維
持
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
勢
の
な

か
で
天
文
元
年

(
一
五
三
二
)
九
月
に
は
、
ま
た
来
迎
寺
掟

(『大
和
志
料
』)
が
檀

家

(前
掲
の
表
1
)
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
。
檀
家
は
基
本
的
に
は
文
亀
二
年
に

同
じ
で
、
多
田

・
吐
山
両
派
が
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
掟
は
そ
の
内
容
が

注
目
さ
れ
る
。
前
文
を
掲
げ
る
と

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

於
二
来
迎
寺

一
掟
之
事

就
二
今
度
馬
借
之
儀

一
檀

方
而
定
申
上
者
、
此
以

後
背
レ
掟
候
者
、
領
主

而
堅
可
レ
有
二
成
敗

一
者
也
、
若
其
科
無
二
露
顕

一
者
被
二
相
糺
明
」
為
二

諸
檀
方
中

一
申
合
、
可
レ
加
二
生
害

一
者
也
、

天
文
元
李
壬
辰
九
月
五
日

○
署
判
者
一四
人
略

(表
-
)

来
迎
寺
静
運
上
人
御
坊

こ
の
掟
書
の
冒
頭
の

「馬
借
之
儀
」
と
は
徳
政

一
揆
に
加
わ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
債
務
破
棄
を
要
求
す
る
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
云
う
ま
で
も
な
い
。
徳
政

一

揆
に
参
加
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
疑
わ
し
い
場
合
は
檀
方

(檀
家
)
と
し
て
評
定
し
て
糺
明
し
、
そ
の
科

(参
加
の
事
実
)
が
明
ら
か
に
な

っ

た
場
合
は
、
檀
家
は
領
主
と
し
て
科
人
を
成
敗
す
る
と
い
う
き
び
し
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
掟
の
背
景
に
は
、
田
畠
等
の
質
入

・
売
却
と
い
っ
た
関
係
が
、

年
貢
等
の
納
入
な
ど
と
関
連
し
て
東
山
内
に
お
い
て
も
山
積
し
て
い
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
諸
問
題
の
う
ち
債
務
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
行
動
に
つ
い

て
は
極
刑
を
も

っ
て
臨
む
決
意
を
檀
家

一
揆

の
形
で
表
明
し
た
の
が
掟
で
あ
ろ
う
。

東
山
内
衆
の

一
揆
体
制
は
来
迎
寺
檀
家

一
揆
と
い
う
形
で
再
現
し
て
い
る
こ
と
以

上
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
限
り
吐
山
氏
ら
が
参
加
し
て
い
な
か

っ
た
天
神
講
は

多
田
氏
を
中
心
と
し
た
分
派
活
動
と
み
る
の
が
穏
当
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
東
山
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内

の
、
田
畠
の
質
入
等
を
は
じ
め
売
買

一
般
に
関
し
て
、
そ
れ
を
保
障
し
て
ゆ
こ

う
と
す
る
来
迎
寺
檀
家
の

一
揆
体
制
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま

と

め
1
地
下
人
の
団
結

東
山
内
在
地
武
士
は
興
福
寺
衆
徒

・
国
民
で
あ
り
、
ま
た
同
寺
大
乗
院
二
階
堂

領
庄
園
の
庄
官
と
し
て
庄
園
村
落
を
も
支
配
す
る
な
か
で
、
檀
家

・
氏
人
関
係
を

も

っ
て

一
揆
の
体
制
を
必
要
と
し
た
の
は
、
東
山
内
が
伊
勢

・
伊
賀
と
の
流
通

・

交
通
の
要
地
に
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
点

が
あ
る
に
し
て
も
、
東
山
内
各
庄
園
の
地

下
人
の
団
結
に
よ
る
下
部
か
ら
の
抵
抗
が
、
庄
官
の
、
興
福
寺
を
背
景
と
す
る
支

配
に
対
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

文
明
三
年

一
〇
月
八
日
条
に
は

「山
内
針
庄
者
地
下
所
持
也
」
と
あ
り
、
興
福
寺

大
乗
院
領
針
庄

(都
祁
村
)
で
は
地
下
人
が
年
貢

・
諸
公
事
を
請
け
負

い
、
興
福

寺
の
支
配
の
も
と
で
は
あ

っ
た
が
、
自
治
的
な
共
同
生
活
-
座
結
合
を
形
成
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
点
吐
山
庄
に
お
い
て
も
地
下
人
の
団
結
の
動
き

が
み
ら
れ
る
。

『蓮
成
院
記
録
』
延
徳
三
年

=

月
条
に

「今
日

八
日
吐
山
藤

満
之
沙
汰
而

一
庄
地
下
人
井
若
党
、
弥

以
心
替

シ
テ
背
二
当
吐
山
春
宗
一
引
コ
入

藤
満

一畢
」
と
み
え
る
。
こ
れ
は
吐
山
氏
内
紛

の
な
か
で
吐
山
庄
地
下
人
が
惣
領

春
宗
を
裏
切

っ
て
藤
満
と
結
ん
だ
動
き
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
下
人
は

個
人
で
は
な
く
団
結
し
て
座
結
合
を
持

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
諸
庄
園

に
も
同
様
の
動
き
が
推
測
さ
れ
、
こ
う
し
た
地
下
人
の
抵
抗
に
対
し
て
在
地
武
士

で
あ

っ
た
と
し
て
も
庄
官
は
団
結
し
て
庄
園
支
配
に
当
る
必
要
が
あ

っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
前
掲
天
文
元
年
の
来
迎
寺
掟
の

「馬
借
之
儀
」
に
つ
い
て
極
刑
を

も

っ
て
臨
む
必
要
が
あ

っ
た
の
も
、
地
下
人
の
団
結
の
存
在
を
考
慮
し
て
の
こ
と

　り
　

で
あ

っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

(平
成
三
年
九
月
三
〇
日
投
稿
)

註

(
1
)
永
島

福
太
郎
氏

「都

祁
郷
よ
り
都
介
野
村

へ
」

(
『
奈
良
県
綜
合
文
化

調
査
報
告

書
』
)
。

安
田
次
郎
氏

「東
山
内

一
揆
」

(
『戦
国
大
名
論
集
』
5
)
。

そ

の
ほ
か

『都
介
野
村
史
』
、

『都
祁
村
史
』
、

『
室
生
村
史
』
等
。

(
2
)

・

(3
)
史
料
は
と
も

に

『大
和
志
料
』
と
竹
田
聴
州
氏

の

「郷
墓
寺

来
迎
寺

の

成
立
発
展
」

(
『民
族
仏
教
と
祖
先
信
仰
』
)

に
よ

っ
た
。

(
4
)
淳
畔
は
寺
記

に
み
え
る
僧

で
、
前
記

の
来
迎
寺
を
建

て
た
と

い
う
蓮
阿
に
先
ん
じ

て
結
界

に
庵
を
結

ん

で
住

ん
だ
と
あ

る
。
従

っ
て
寺

記

で
は
蓮

阿
は
中
興

の
僧

と

な

っ
て
い
る
。

(
5
)
竹

田
氏

の
前
掲
書

に
も
同
じ
趣
旨

の
こ
と
が
み
え
る

(六
七
三
頁
)
。

(
6
)
宮

崎
美

基
氏

「
興
福

寺
大

乗
院

領

に
お

け
る

負
所

権

の
拡
大

と

門
跡

段
錬

」

(
『荘
園
制
社
会
と
身
分
構
造
』

三
九
五
頁
以
下
)
。

(
7
)

こ
の

一
六
人
は
、
特
定

の
年

の
千
句
会
参
会
者
数

で
は
な
く
、
史
料

の
制
約

で
応

永

二
四
年
か
ら
寛
正

二
年
ま

で
四
五
年
間

の
当
年
預
数

で
あ
る
。

こ
の
間

一
人

一
回

で
は
な

い
。
特
定

の
年

の
参
会
者

(連
衆
)

は
応
永

三
〇
年
、
永
享
六
年
、
宝
徳

二

年

は
、

い
ず
れ
も

一
九
人

で
最
高

で
あ

る
が
、
永
享
六
年

の

「条

々
」
の
冒
頭

に
は

「年

預
不
レ
可

レ
過

二
十

人

一
事

」
と

あ
る

の
で
、

右

の
年

は
参
会
者

の
約
半
数
は

年
預
以
外

の
連
衆

で
、
同

じ
庄

園
か

ら
年

預
以
外

の
者
が
参
会
し

て
い
た
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

(
8
)
社
殿
は
至
徳

三
年

に
改
造
、
神
輿

は
康

正
三
年

に
造
ら
れ
た
と

い
う

(前
掲

『綜

合
文
化
調
査
報
告
書

』
五

〇
〇
～
五

〇

一
頁
)
。

(
9
)
大
和
永
享

の
乱
は
豊

田
中
坊

(頼
英
)
と
井
戸
某

の
私
闘

に
は
じ
ま
り
、
豊

田
方

に
は
越
智
党
、
井
戸
方

に
は
筒
井
党
が
援
助
し
た
関
係

で
大
和

一
国
規
模

に
拡
大
し
、

ま

た
後
南
朝
方
が
越
智
党

に
加

わ
り
複
雑
と
な

る
が
、
結

局
筒
井
党
と
結

ん
だ
幕
府

方

の
勝
利
と
な

っ
た
。

こ
う
し

た
な
か

で
永
享

一
一
年

三
月

に
は
越
智
某
と

そ
の
弟

が
自
害
な

い
し
討

た
れ

て
い
る
。
頼
英

は
こ
の
不
利
な
状
況

の
挽

回
を
考
え

て
い
た
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良奈

も

の
と
み
な
さ
れ

る
。

(
10
)
註
9
参
看
。

(
11
)
文
安

元
年
六

月
経
覚

は
鬼
薗
山

に
城
郭
を
構

築
し
、

筒
井
方
と

の
抗

争
に
本
腰

を
入
れ

て
攻
防
を
重
ね

て
い
た
。

(
12
)

そ

の
結

果
享

徳

三
年

一
二
月

に
は
経

覚
と

成
身

院
光
宣

が
対

面
す

る

こ
と
と

な

っ
た

(
『大
乗
院

日
記
目
録

』)
。

(
13
)
小
山
戸

氏
は
多

田
方

で
あ

っ
た

の
に
、

の
ち
吐
山
方

に
移

っ
た
も

の
と
み
な
さ

れ
る
。
そ
れ
は
筒
井
方
を
維
持
す

る
た
め

で
あ

っ
た
も

の
か
。

(
14
)

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記

』
文

明

一
四
年

一
二
月
三
〇
日
条
。

(
15
)
同

記
文

明

一
七
年

=

月

二
五
日
条

に
は

「昨

日
多

田
在

所
○
中
略
押
寄
悉
以
令
二

発
向
、一
上
笠

間
同
責

欺
」
と
み
え
、
筒
井
党
が
多

田
氏

の
在
所
や
上
笠
間

に
発
向
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(
16
)

『
大
乗

院

日
記

目
録

』
文

亀

二
年

九
月

一
日
条

に

「当

国

(
大
和
)
衆
和

睦
沙

汰
、
山

内
分
先
以
無
為
」
と
み
え

る
。

(
17
)
地

下
人

の
団
結
は
、
隣

の
宇
陀
郡

で
も

み
ら
れ

る
。

OntheTrendoftheGroupofKokujins(国 人)intheHigasi

-Sannai(東 山 内)ofYamatointheLatterMiddleAge
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